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（仮想論文）
量子化学・分子シミュレーションで界面特性を同定し、それを複合材料全
体の有効物性へ落とし込み、放射光計測で妥当性を検証し、さらに航空機
構造重量への影響まで推算する、分子-材料-構造-システムを接続するマ
ルチスケール設計論文

（推定論文）
本研究では、反応誘起相分離を伴う熱硬化性樹脂をマトリック
スとするCFRPを対象に、分子構造から複合材レベルの残留変
形・力学特性までを一貫して予測するマルチスケール解析手法
を提案する。まず、樹脂組成や架橋構造が硬化収縮、熱膨張、
粘弾性特性に与える影響を分子シミュレーションおよび熱機械
試験により評価する。次に、得られた樹脂物性を繊維/樹脂ス
ケールの有限要素モデルへ導入し、界面近傍の応力集中、微視
的残留応力、有効弾性率を算出する。さらに、均質化されたラ
ミナ物性を積層板解析へ受け渡し、成形後の反り変形、長期変
形、損傷発生傾向を予測する。実験的に得た変形量および微細
構造観察結果と比較することで、樹脂設計がCFRP構造の寸法安
定性と耐久性に及ぼす影響を明らかにする。
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経験則からMD

相分離構造を反映

各種物性を加える
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